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平成２９年９月７日

テンサイシストセンチュウ対策検討会議の概要

（平成２９年９月７日 開催）

１ テンサイシストセンチュウ（Ｈｓ）の発生状況

農林水産省から、これまでの経緯及び発生状況、長野県から発生地域の

農業の状況について報告。

２ テンサイシストセンチュウの海外での発生状況及び国内外の防除対策

農林水産省から、シストセンチュウの一般的な防除対策、諸外国での

Ｈｓ発生状況及び防除対策、国内での農薬登録状況について報告。

３ 現在実施している防除対策について

（１）農林水産省から、現在、長野県と連携して実施している土壌の移動防

止措置、発生ほ場における寄主植物の植栽自粛、発生ほ場における石灰

窒素及びD-D剤を使用した防除等について説明。

（２）（１）について、対策検討会で、現在実施している対策は妥当とされ

た。また、今後の防除にあたっては、対抗植物や輪作など複数の防除対

策の組合せを検討する必要があるとの見解が示された。

４ 今後の防除対策等について

（１）農林水産省から、土壌検診、植物検診、過去の生育情報の確認等によ

り発生ほ場以外での発生の有無を調査し、発生が確認された場合には、

現在実施している防除対策を適用することを説明。

（２）侵入経路を推定するためのＨｓの遺伝子解析等、対抗植物の特定、複

数の防除対策を組合せた場合の効果の検証を行い、その結果を踏まえて、

より効果の高い防除対策を検討することについて説明。

（３）（１）及び（２）について、対策検討会議で、妥当とされた。
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５ 今後のスケジュール

次回の対策検討会議は、全国調査や防除対策の効果の検証結果が取りま

とまった段階で開催することを予定。

６ その他

今後留意すべき事項として、以下の指摘がなされた。

（１）Ｈｓは、人畜に無害であり、本線虫が付着した植物を食べても人の健

康を害することがないことを周知すること。

（２）いわゆる風評被害等が発生し、地域の農業生産に悪影響を及ぼさない

よう防除対策が適切に実施されていることを周知していくこと。


